
 西地区市政懇談会　質問事項一覧 

項番 提出
自治会

質問の内容 回答 担当課

1 沼代２ 　現在、防災行政無線を利用して、市役所および警察
署等から、地震発生や行方不明者などの情報が流され
ています。この防災行政無線を積極的に活用・改善し
て、次のような地域情報の提供をお願いします。

〇新型コロナウイルスによる市民の感染状況および医
療提供体制の状況報告
〇主催行事の案内（例、公民館等における除菌水の配
布、丹沢祭りのｴｷｼﾋﾞｼｮﾝ等）
〇周囲の山々に反響して内容が聞き取りにくいので、
スピーカー設置数の増加
〇毎日、定時に情報を提供

　防災行政無線は、緊急を要するものを流す役割を
担っています。そのため、ご意見のような内容につい
ての放送は難しいと考えています。
　スピーカーの増設については、山々に囲まれた本市
の特性上、どうしても反響してしまうため、音響状況
等を調査し必要に応じてスピーカの変更・設置等も検
討していきます。

防災課

2 沼代２ 　四十八瀬川（才戸橋～田頭橋）は、中・高齢者の健
康づくりの一環として、市民の散歩コースあるいは自
然探索コースとして、近隣住民のみならず市外からも
多くの人が訪れている。しかしながら、通路は瓦礫や
轍で荒れ、雑草が生い茂っていて、足元に注意して歩
かなければならないほどで、ゆっくり自然を満喫でき
ない状況である。せめて、仲間と談笑しながら、自然
を鑑賞しながらウオーキングを安全に楽しむことがで
きるよう、自然土系舗装によるコースの整備をお願い
したい。

　四十八瀬川については、市としても自然を活かした
親水施設等の整備を県に要望しています。
　ご意見の場所は、四十八瀬川の管理用通路ですの
で、親水施設等の整備の一環として、雑草の草刈り等
も併せて要望していきます。

国県事業推進
課
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3 沼代２ 　2018年に秦野市を含む２市３町散策案内書「矢倉沢
往還」が発行され、２０１９年１２月に松田町では、
歴史の開設と地域の活性化を図るために、神山と町屋
にある山王社境内に矢倉沢往還の開設版が設置され
た。
　渋沢駅から神山にかけて、矢倉沢往還のメインルー
トには、当時の名称や遺跡が残存しており、歴史マニ
アやハイキングに訪れる人にとっては、格好の散策
ルートとなっている。
　しかしながらこのルートは「沓掛の不動尊」を過ぎ
ると四十八瀬川を渡る橋がなく、道は寸断されたまま
で、地域の方々の不動尊への参拝もままならない状況
となっている。
　近年、健康づくりやコロナ禍による運動不足の解消
に、低山ハイキングが脚光を浴びている。自然と歴史
が残る秦野市西地区の観光資源を生かして、地域の活
性化に役立てるようなルートの整備をお願いしたい。

　このコースでは、「矢倉沢往還道を甦らせる会」の
方々により、市が誇る歴史遺産として地元のみならず
観光客へ知って欲しいと案内板を設置するほか、道標
の設置や道の整備など様々な取組をしていただいてい
ると聞いております。
　市では、観光ルートとしてハイキングマップ等に掲
載されているコースを中心に、整備や活用について検
討していますが、矢倉沢往還については、案内書にお
いて、曲松から神山に抜ける富士道も併せて紹介し、
周辺の歴史遺産についても解説しています。旧道は寸
断されていても、それらの歴史遺産も含めて楽しめる
散策ルートとして、関連部署と調整しながら検討して
いきたいと思います。

観光振興課
（生涯学習
課）

4 沼代３ 　現在国道２４６号線松田方面からの上りを、沼代の
信号で右折して千村から曲松方面と、途中沼代新町７
番のマンションを左折して渋沢駅方面に抜けるルー
ト、また、千村方面から沼代信号手前の交差点を右折
して沼代新町の信号に抜けるルートを走る車が非常に
多い状況であり、今後、新東名高速道路が開通した場
合は同ルートに更に増加することが予想される。

　御意見として参考にお受けいたします。
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5 沼代３ 　沼代信号から千村方面の道路は、雨水側溝が幅４０
㎝、高さ２０㎝で、道路　標識が建植されている現状
である。高齢者、子供、ベビーカー等の通行、また雨
の日に傘をさしての通行は非常に危険である。
　そのため、雨水側溝を下げて道路全体を同一レベル
に改良するとともに、グリーベルト化による安全性を
図ったらいかがか。

　雨水側溝を車道と同じ路面高さに下げ、その後イ
メージ歩道を整備するとのご意見ですが、雨水側溝を
下げたことによる民地との擦り付け処理の協議等に多
くの時間と費用が必要であるため、現状の中で進める
ことは、難しいと考えています。

建設管理課

6 沼代３ 　同ルートの外、地区内住宅街の道路についても、ス
ピードが出して走行する車が多くヒヤッとしたり事故
があったりする状況である。
　そのため、交差点付近、クランク付近に凹凸（点字
ブロックより高さのある）を付けることでスピードの
抑止となり事故等が減少し安全性が高まると考えるが
いかがか。

　「ハンプ」は、自動車を減速させて歩行者・自転車
の安全な通行を確保することを目的に道路の路面に設
置された凸状の部分のことです。
　しかし、ハンプの設置で生じた路面の凹凸により発
生する車両通行に伴う振動や騒音が懸念されるため、
ハンプの設置は向いていないと考えています。
　減速を促す路面標示の設置について、警察や地元自
治会と調整を図りながら、検討していきます。

建設管理課
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7 沼代５ 　国道や県道・市道沿いに、ごみの回収場所が増加し
ていて、カラス等によりごみの散乱が目につく。そこ
で当自治会では、折り畳み式のごみ収納庫の設置を考
えているが、１基当たり１０～２０万円程度するた
め、これに対する補助金等を検討して頂けないか。

　市では、廃棄物減量等推進員を置く自治会に、年額
３，０００円、リサイクル指導員を置くごみ収集場所
１か所に対して年額２，４００円の交付金を、それぞ
れ交付し、ごみ収集場所の維持管理などに活用してい
ただいていますが、これ以外に、新たな補助制度を設
けることは困難な状況です。
　カラス等の被害を防止するため、ネットの一部にブ
ルーシートを組み合わせるなど、他のごみ収集場所で
効果を上げている事例もありますので、個別の対策に
ついては、ご相談ください。

環境資源対策
課

8 学校前 　秦野市における自治会カードの取組はどのようか。
また今後のスケジュールはどのようか。
　小田原市の自治会カードの運用状況と、カード導入
による効果（メリット、デメリット）について教えて
いただきたい。

　市では、自治会加入率を高めるため、自治会カード
の導入を検討しました。
　しかしながら小田原市では、自治会カード導入によ
り自治会加入率の増加には繋がっていない状況とのこ
とであり、各種割引などの優待を享受できる一方で、
協力店舗の負担が増えるなどのデメリットがありま
す。

市民活動支援
課

9 学校前 　自治会における「いちのいち」の取組状況はどのよ
うか。

　１１月末日時点で、８自治会が導入しています。 市民活動支援
課
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10 学校前
３

①無電柱化はすっきりとして良い反面殺風景でつまら
ない
②電柱にジェイコム、インターネット、光通信等、多
くの線が架かっていることによる重量化で災害のリス
クが心配である。
③美術、音楽、芸術等、気軽に触れられるようにして
いただきたい

①無電柱化計画のメリット、デメリットについて
　無電柱化のメリットとして、電柱転倒による家屋等
の損壊がないことから、災害に強いまちが形成される
こと、また、電柱、電線がなくなることで美しい街並
みの形成により地域の活性化が期待できます。デメ
リットとして、電柱設置と比較して工事費が高く、工
期が長いことが挙げられます。
②電柱の安全性について
　電柱等の管理事業者が法令に基づき、電柱等の荷重
を審査のうえ敷設の可否を決定してることから、災害
のリスクについては問題ないものと考えております。
市道の上空にケーブルを新たに敷設する際は、市に許
可申請が必要ですが、電柱事業者との調整が確認でき
る書類の提出により、法令上設置に問題がないものと
して許可しております。
③　市では、市展、文化祭、子どもの市展、丹沢音楽
祭の開催などにより、市民文化の発表や鑑賞の場を設
けています。また、クアーズテック秦野カルチャー
ホールでの音楽や芸能など幅広い分野で質の高い公演
の実施、宮永岳彦記念美術館やはだの浮世絵ギャラ
リーでの優れた芸術作品の鑑賞の機会の提供により、
文化芸術の振興に努めています。
　今後も、これらについてさらに周知し、気軽に文化
芸術に触れていただけるようにしていきたいと考えて
います。

建設総務課
文化振興課
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11 堀川 　総合計画策定にあたっては、特に地域まちづくり計
画の「地域版リーディングプロジェクト」を重視、実
現に向けての特段の支援を要望したい。
　８月１５日付け新総合計画策定特集号において、地
域まちづくり計画の骨子が公表されたが、これまでの
計画にはなかった地域版リーディングプロジェクトを
内実化させるためには、各地区が共同して取り組むと
同時に市の親身で継続的な支援が肝要と考える。

　新総合計画の推進にあたっては、本格的な人口減
少、少子・超高齢社会が到来する中、地域の活力やコ
ミュニティの維持を図るため、地区まちづくり委員会
への人的支援や地域版リーディングプロジェクトへの
財政的支援を検討しています。年度内に自治会連合会
の役員会等の場でお知らせする予定です。

総合政策課

12 堀川 　防災対策として、県道７０６号線（丹沢公園、桜町
線）の新橋信号以西の道路延伸整備について要望しま
す。
　当該地ほりかわ堀一帯では、集中豪雨が発生すると
洪水発生の危険性を絶えず抱えており、この度洪水発
生防止のための暫定整備をしていただいた。しかしな
がら、今後のゲリラ豪雨の発生を考えると、以前計画
として存在したほりかわ堀の道路整備による抜本的な
解決を図る必要があると考える。市のリーダーシップ
による実現を切に要望する。

　道路延伸整備は、保安林の指定解除が困難であった
ため、具体的な計画とはなっていません。
　堀水路の防災対策として、早急に実施すべき流木捕
捉工や浚渫委託を実施しています。引き続き、保安林
の護岸整備を県に要望するとともに本市として対応す
べき整備を進めていきます。
　まずは、災害を防止するために必要な整備を実施し
てまいります。

建設管理課
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13 堀川 　コロナ対策が長期戦になることを勘案すると、今ま
での中止との判断は総じて適切であったと考えるが、
今後はコロナ対策のための新しい生活様式の中で、い
かに地域の取組を継続していくかが課題となってい
る。
　今後は、市と自治会がコロナに対しての共通認識の
もと、ＳＮＳの活用等含め、市と自治連の協議のも
と、安全かつ継続的な自治会活動のあり方を確立して
いく必要があると考える。（敬老祝賀会の中止に伴う
記念品配布、防災訓練の縮小開催等）

　コロナ禍により地域コミュニティの中心となる自治
会の活動が休止を余儀なくされ、緊急事態宣言解除後
も以前のような活動をすることが難しくなっている状
況となっています。
　今後は、自治会連合会と連携して、各地区の自治会
連合会から選出されたメンバーによる自治会加入促進
に向けた専門委員会での中で話し合いを行います。ま
た、自治会へのアンケートにより、今まで慣行として
行ってきた自治会活動を洗い出して、必要により見直
しを行うこととします。これまでの組織運営や活動に
とらわれず、できるだけ多くの人が参加、活動しやす
い仕組みに変えていくなど根本的な見直しを図ること
で、地域コミュニティーの活性化につなげていく必要
があると考えます。

市民活動支援
課
高齢介護課
防災課
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13 堀川  今年度の敬老祝賀会は、コロナ禍で実施するのは困
難と判断されたため、各地域で代替案を御検討いただ
き、記念品の配布となった地域が多くありました。
　次年度以降の実施方法については、今年度の課題や
他のイベントの開催状況を踏まえ、どのような体制で
実施すべきかを、関係団体と連携し検討していきたい
と考えています。
　防災課は今年度、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止の観点から、自助を主体に各家庭あるいは地域で
の防災訓練として形を変えて実施しました。この機会
に各家庭での備蓄品の点検や避難所の確認など、自助
を見直すことで地域防災力の向上や強化につながった
と考えています。
　また、各避難所の防災備蓄倉庫内の資機材の使用方
法を動画で作成し、市の公式ユーチューブ（動画サイ
ト）に掲載するなど、新たな取組を行っているところ
です。
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14 千村 　現在、頭高山周辺では桜見物が観光の中心となって
いる。しかし桜は開花時期が春先だけで期間も一週間
程度と非常に短い。逆に年間を通した場合、その間だ
けのみ観光客が来ているというのが現状である。ま
た、観光客に対してはゆっくりと寛ぐような場所や土
産販売店もなくおもてなしを欠いているおり、次のよ
うな課題が挙げられる。
○観光が桜だけなのでいち時期でしかも期間も非常に
短い
○千村地区には約2500本の桜が植えてあるが、その多
くは八重桜である。八重桜は　食用販売が目的のため
日本一の生産量を誇っていても観光には寄与していな
い。しかも、高齢化や若者の農業離れにより農業人口
そのものが減少傾向にある。
○遊歩道や案内板等が近年整備されたが千村地区に桜
があることや道路から見ずらいなどの理由により花見
会でも千人程度の集客が精一杯である。

　こうした課題を受け次のことについて要望したい。

15 千村 ①春以外の季節に咲く桜の木を植えてほしい(寒桜・十
月桜等)

　花のある観光地づくり推進事業では、桜の植樹実行
員会を開催し、植樹場所や樹種などを検討していま
す。
　今後は、頭高山周辺も候補に入れ、樹種も春以外の
季節に咲く桜の植樹を検討します。

観光振興課

16 千村 ②紫陽花・紅葉・ひまわりなど四季折々の花も植樹し
てほしい

　さらに、ハイキングコース沿いの遊休農地等では、
地権者等に菜の花やコスモスを栽培していただく事業
を実施しています。植樹については、地権者の了解や
植栽後の維持管理など調整する必要がありますので、
具体的な場所等が決まっていれば、確認させていただ
きます。

観光振興課
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17 千村 ③頭高山中腹にも桜を植樹し各方面からも見えるよう
にしたい(例：松田町の松田山)

１５に同じ 観光振興課

18 千村 ④八重桜の体験摘み等を知ってもらうために観光広報
誌の発行

　現在は、体験型観光が流行していますので、民間の
観光広報誌や観光協会のＨＰ・広報はだのなどを通じ
て広く宣伝し、八重桜の体験摘み等について受入れ先
を確認します。

観光振興課

19 千村 ⑤頭高山山頂を整備し飲み物・特産品の売店および休
憩所を設置してほしい

　頭高山の山頂付近には、休憩所として公衆トイレと
東屋を設置しています。また、飲み物については、自
販機の設置が考えられますが、現在は、頭高山山頂に
は電力会社による送電が行われておらず、太陽光発電
にて公衆トイレの電力を賄っている状況です。そのた
め、電力不足等の障害を含め、今後の課題として検討
していきます。特産品の売店については、出店の希望
があれば、出店場所や運営方法など確認し検討いたし
ます。

観光振興課
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項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

20 千村台 　室川上流部（西行寺（平沢1631）から源流部まで）
の浸水・洪水ハザードマップの作成を早急にお願いし
たい。

　室川上流部（西行寺（平沢1631）から源流部まで）
については、西・上地区版及び南地区版の洪水ハザー
ドマップに掲載されています。
　西光寺から室川上流部は、市が管理する準用河川と
なっており、県の想定する降雨シュミレーションによ
る浸水想定ができていません。
　市独自でシュミレーションを行うには、河道のデー
タや流下能力、測量の断面図など多くのデータが必要
となるとともに、多額の費用がかかります。このた
め、２級河川を管理している県と氾濫推定図の作成に
ついて、意見交換をしているところです。

防災課

21 千村台 　防災アドバイザーの講習会を開催し、アドバイザー
を１００人にする計画はどうなったか。

　近年、激甚化また多様化する自然災害の基礎的知識
や市の防災対策など、市とアドバイザーが連携して防
災・減災対策に取り組むため、防災アドバイザーの勉
強会を定期的に開催しています。
　また、昨年度は新たに３名の防災アドバイザーが登
録され、今後も地域防災力の向上等を目的に防災アド
バイザーの育成に取り組んでいきます。

防災課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

22 渋沢上 　市民全員又は各自治会の区域から年代別無作為抽出
の市民を新型コロナウイルスの抗体検査の実施、陽性
者にはＰＣＲ検査の実施を要望する。（費用は自治体
（秦野市）負担）

　ＰＣＲ検査は、厚生労働省の「新型コロナウイルス
感染症に係る行政検査の取扱いについて」に基づき、
県が設置する「帰国者・接触者相談センター」やかか
りつけ医などに相談、又は受診し、医師が検査を必要
と判断した場合に、感染症法に基づく「行政検査」と
して実施されています。
　国では、「無症状者で感染リスクが低い方への検査
は、広く一般に推奨されるわけではない」と示してお
り、無症状の人への検査の実施は、感染への不安の軽
減につながる一方で、本来優先すべき、県が行う有症
状患者等への「行政検査」への影響や、一部の医療機
関への負担増につながりかねません。
　引き続き、国や県の見解を注視しながら、市内での
感染状況など、保健所や医師会等と情報交換をしつ
つ、状況の変化に応じ適切に対応したいと考えます。

健康づくり課

23 渋沢上 　渋沢小学校入口の交差点について、完全な歩車分離
型交差点であり、ほぼスクランブル交差点化している
ことから、すぐに実施することが可能と思われるた
め、スクランブル交差点にする事を要望する

　秦野警察署に確認したところ、交差点については、
通過交通量と横断需要を総合的に考慮して決定してお
り、現状においては、スクランブル化することは出来
ないとのことでした。

秦野警察署
(地域安全課)



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

24 渋沢上 　渋沢駅南口の信号機については、９割の歩行者が信
号無視しており、車の通行量も少なく、夜になると車
は一時間に１台～２台、ほとんどの歩行者は信号無視
している状況であり、本当に無意味な信号機になって
いるため、撤去していただきたい。北口の方が歩行
者、車の交通量は多いのに信号機は無い。何故、南口
に信号機が有るのか意図が不明。一時停止の交差点で
十分対応可能。（自治体（秦野市）の電気代削減可
能）

　秦野警察署に確認したところ、この交差点について
は、渋沢駅南口ロータリーとを繋ぐ交差点であり、ペ
デストリアンデッキのある北口とは異なる安全施設と
して必要と考えているとのことでした。
　また、信号機撤去等については、一旦撤去等を行う
と、再設置することは非常に困難となることを御理解
いただいたうえで、渋沢駅南口を利用する他の自治会
を含めた地域の総意として要望していただきたいとの
ことでした。

秦野警察署
(地域安全課)

25 渋沢下 　市道１７号線は、通学路なのに交通量が多く、制限
速度を守らない車が多いことから、通学路のグリーン
ベルト設置をお願いしたい。

　通学路の安全対策は、毎年、改善要望として提出さ
れた箇所について、道路管理者をはじめ、秦野警察
署、学校関係者等の関係部署と調査、点検を行って対
策方法を診断します。
　診断の結果を踏まえ、イメージ歩道による通学路の
安全確保を図っていきます。

建設管理課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

26 渋沢下 　渋沢下自治会の南側災害危険区域に防災放送が聞こ
えない。

　無線の音量等の調整を行いました。また、今年度西
地区の防災行政無線が全てデジタル化されますので、
音質の向上が見込まれます。それでも聞き難いとき
は、スピーカーの変更や子局の設置等の検討をしてい
きます。
　なお、防災行政無線以外でも情報は、テレホンサー
ビス（℡81-5101）、緊急情報メール、ツイッター、
防災アプリ、ｔｖｋデータ放送と様々な伝達手段を用
意していますので、ぜひそれらも活用してください。

防災課

27 渋沢下 　渋沢中学校通学路の栃窪１８６番地付近は、竹やぶ
や密生樹林により昼間でも暗く、また冬期は凍結によ
り危険な道路となることから、竹林及び樹木の伐採を
お願いします。

　車両や通行者に支障となる樹木等につきましては、
土地所有者に通知し、改善するよう依頼します。危険
な状態にならないよう道路パトロールでも注視しま
す。伐採、剪定など行い、適正な維持管理に努めてま
いります。

建設管理課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

28 渋沢下 　路上喫煙や歩きタバコを禁止することはできない
か。秦野市全域が無理なら渋沢連合区域だけでも禁止
してほしい。

　令和２年４月に健康増進法が改正され、多数の人が
利用する施設では、原則、屋内で喫煙をすることはで
きなくなりました。屋外については、第１種施設に指
定されている地方公共団体、学校、病院等の敷地以外
は法的な規制はありません。
　しかし、本市では、人が多く集まる市内４駅の駅前
広場に喫煙所を設置し、受動喫煙対策やたばこの吸い
殻のポイ捨て防止を図っています。
　本年１０月中旬には、路上喫煙や歩きたばこを減ら
す取組みとして、市内４駅の喫煙所周辺で「路上喫
煙・吸い殻ポイ捨て防止啓発キャンペーン」を実施し
ました。
　また、４月の法改正の主旨を踏まえ、受動喫煙の恐
れのある喫煙所については、日本たばこ産業株式会社
のご協力により、年内にはパーテーションを設置する
予定です。
　こうした取組みに加え、駅前広場以外においても、
環境美化指導員による巡回を行っておりますので、ポ
イ捨てや不法投棄が多い場所がある場合には、御相談
ください。

健康づくり課
環境資源対策
課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

29 渋沢新
光団地

　新型コロナウイルスに対する仕事、観光、教育、
祭、集会などへの市の対応について、今後の取り組み
方はどのように考え、また方針を講じていくか。

  新型コロナウイルス感染拡大防止には、３密回避、
咳エチケット、手洗いの励行など、基本的な対策を各
自が行うことが重要です。このため、広報やホーム
ページを通じて周知しています。
　市が主催するたばこ祭、市民の日、水無川マラソン
大会等、人が集中し密が起こりやすい行事は中止とし
ました。このほか市が主催の行事、イベントについて
実施するものについては、屋内の場合、参加者は施設
の収容定員の半分程度とするとともに、参加者へのマ
スクの着用、入場時における手指消毒の徹底を呼び掛
けるなど　引き続き感染拡大防止に努めていきます。

地域安全課

30 石打場 　自治会の南側に流れる室川沿いに、途中で工事が中
断された遊歩道があるが行き止まりになっている。行
き交う人もなく、夏場になると雑草が生い茂り、当自
治会で年2回程度の草刈を実施している。多額の経費を
費やして工事が進められたこの道路について、今後ど
のように活用される計画なのかお聞かせいただきた
い。
　また、全く活用の見込みがない場合、その管理は何
処になるのか、どこまで、どの様に管理すれば良いの
かお聞かせいただきたい。

　自治会の草刈について御協力ありがとうございま
す。この通路につきましては、室川の維持管理のため
必要なものとして整備したものです。
　なお、未整備区間における室川の整備は、現地調査
を実施し、整備の必要性について検討します。

建設管理課
道路整備課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

31 石打場 　災害が発生した叉は見込まれる場合、学校や公民館
などへの避難が呼びかけられているが、我が自治会で
は避難所までの距離が遠く、高齢者や体の不自由な方
には車の移動しか手段がない。この為、定められた避
難場所までの間に火災や倒壊した塀や家屋などがある
と、車中に閉じ込められたままの状態になる事も予測
される。
　また、昨今の新型コロナウイルスの感染拡大防止の
為、密接・密集・密閉の回避が叫ばれている中、今
後、新たな避難場所の選定や避難方法をどのようにす
るのか、早急な見直しや対応が必要ではないか、と思
うが、いかがか。

　大規模地震が発生した場合は、道路の損壊や倒壊し
た家屋等で車での避難は困難となります。避難は必ず
しも避難所に行くことだけではなく、自宅が住める状
況であれば、自宅に留まることや近親者の家に避難す
ることも有効な避難となります。
　広域避難場所や風水害時避難所など、コロナ禍で
は、衛生物品を配備し、できる限り多くの避難所を開
設して感染症対策に努めますが、感染リスクが無い訳
ではありませんので、有効な避難先について、各自で
決めておいていただきたくお願いします。

防災課

32 栃窪１ 市職員の教育はどの様に成っているか。
①職員の仕事に対する責任感とプライドが感じられな
い。
②評価は、自身では無く他人（市民）と時代が評価す
る事を知っているのか。
③職員は、自身の成す事を理解しているか。
④ムリ・ムダ・ムラを無くす取組はしているか（継続
性の有る取組）。

　職員の人材育成については、「秦野市職員（ひと）
づくり基本方針」を定め、全体の奉仕者として職員の
あるべき姿や求められる役割と能力などを明確にし、
常に職員が確認できるよう環境を整え、また職員研修
などで学ぶ機会を設けています。
　今年度は基本方針実行計画の改定作業を進めていま
すので、ご意見も参考にしながら、職員が自分事とし
て捉えられるよう、引き続き人材育成に努めていきま
す。

人事課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

33 栃窪１ 鳥獣被害についての対策（指針）は策定しているか。
①市内の農業は中山間地が多く獣害被害のマップを作
成し、各地区に即した効果のある対応をすべきではな
いか。
②丹沢山地に於ける水資源確保・土砂災害防止・獣害
対策として針葉樹林を伐採し広葉紅葉樹（ブナ・クヌ
ギ・ナラ・クリ・カキ等）を植栽するのはいかがか。
（餌場を山中に作り広域防護柵を取り払う（税金の無
駄遣いを無くす）（農業国のフランスの対応を参考に
したらいかがか）
③荒廃農地の開拓を実施した事が掲載されているがそ
の２年・３年後は農地として管理されているのか。
④なぜ荒廃農地が出来るか理解をしているか。また、
その現場を視察しているか。

① 鳥獣被害対策は、「秦野都市農業振興計画」、「秦野
市鳥獣被害防止計画」により対策を進めています。
　これらの計画は、獣害被害のマップ作成や、具体的な地
区別の計画を含むものではありませんが、令和２年度から
約１０ヘクタールの農地を目安として、東、北、上地区に
おいて、ドローンを活用した重点対策事業に取り組んでい
ます。鳥獣被害対策は、「防除」「環境整備」「捕獲」を
効果的に組み合わせることが重要であるため、総合的な鳥
獣被害対策について希望がある場合は、はだの都市農業支
援センターにご相談ください。
② 丹沢山地における獣害対策への環境整備は、広域的な
取組が必要であるため、県に対し、野生鳥獣が農地等に依
存せずに生活するための山林環境整備を継続して要望して
いる状況です。
③④　荒廃農地の解消は、農地の保全、または利用権の設
定を伴う補助事業がありますが、補助事業の対象となった
農地が、事業の管理年限経過後に、残念ながら管理されな
くなってしまう状況も見受けられます。荒廃農地の発生に
は、高齢化や後継者不足による担い手の減少、相続による
非農家の増加、営農条件が悪い等の理由のほか、鳥獣被害
も荒廃農地増加の要因の一つと考えております。
　荒廃の有無に拘らず、農地の適正管理は、基本的に所有
者が行う必要がありますが、荒廃農地解消の手段として
は、希望される団体があれば、補助事業の活用も有効な手
段のひとつであると考えております。
　現地の状況については、農業委員会が年に一度、農地の
利用状況調査を行っております。

農業振興課
農業委員会
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34 栃窪２ 　神奈川県議会はｔｖｋで放映されている。秦野市議
会の様子も市役所内のテレビで中継し議員活動を市民
に見せてほしい。録画は、図書館で貸し出すなどの工
夫を。

　市議会定例会の本会議は、市役所本庁舎１階ロビー
のテレビで市民向けに生中継で放送しています。ま
た、市議会ホームページでは、インターネットによる
本会議の生中継と録画中継をそれぞれ配信していま
す。広く市民に議会活動を知っていただくための有効
な取組について、引き続き検討していきます。

議事政策課

35 栃窪２ 自治会館改修費用の全額補助について
①現状では、人が住んでいないとの理由で耐震化調査
や工事の補助が受けられない。自治会活動の施設とし
てのみならず、災害時の避難所としての役割もあるこ
とから、耐震化調査及び工事への全額補助を要望する
②補助金の受領前に業者に多額の費用を全額支払い、
工事終了後に補助金が支給される方法では、費用の工
面ができない。工事の終了後に補助金と自治会費用で
支払うことができる制度にして欲しい

①　建物の耐震化調査や工事の補助については、建築
物を所有し、かつ居住していることが、条件になって
います。災害時の避難所としての耐震性を備えるべ
く、自治会館を補助の対象とするかについては、検討
していきます。
②　自治会館改修費用の補助については、秦野市補助
金交付規則及び秦野市自治会館建設等補助金交付要綱
に定めています。補助金については、通常、補助事業
が完了し、その確認後に交付することとなっています
が、補助事業が完了する前に全部又は一部を交付する
ことも可能です。

市民活動支援
課

36 栃窪２ 　栃窪自治会内の宅地に産業廃棄物が放置されてい
る。コロナを口実に産廃移動が進まないでいる。県の
担当業務の為、危機意識や市民に寄り添う気持ちがな
い。県の責務を放棄するなら市長から県知事への権限
移譲の要請をしてほしい。土地所有者に対して強制代
執行を含む法的措置を要望する。

　この宅地の産業廃棄物の不適正保管については、再
三にわたり、事業者に対する指導を県に求めていま
す。指導により、一時的に撤去を始めた時期もありま
したが、作業の中断や投棄を再開するなど、依然とし
て不適正保管が改善されない状況が続いています。
　事業者に対し、撤去作業の再開、作業スケジュール
の提示など、早期の問題解決に向けた具体的な指導を
行うよう、引き続き、県に要請してまいります。
　市としても、定期的な巡回、作業の進捗状況の情報
提供など、監視を強化していきます。

環境資源対策
課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

37 栃窪２ 　渋沢駅南口広場が設置されたが、市民の要望は、狭
い広場の真ん中に樹木や石を置くことではない。すべ
て撤去して、市民の車が駐車可能とし、送迎や買物等
に利用できるよう利便性を高めてほしい。

　平成１９年３月に供用開始した当初は、バスやタク
シーを広場内外側に、一般車を広場内内側に誘導する
よう区別していました。しかし、乱横断の増加や警察
による駐車禁止の指導強化により、広場内の安全確保
を求める要望を受け、秦野警察署と協議を行い、平成
２８年に一般車が外側エリアを通行できるようにし、
現在のレイアウトとなっていますので御理解くださ
い。

建設総務課

38 栃窪２ 　栃窪会館～小原地区の交通量が年々増加し、すれ違
いが困難になっていることから幅工事を要望したい。
（真栖寺の下からスポーツ広場の土地所有者は土地提
供をする旨の回答をいただいている）

　市道の拡幅要望については、自治会として沿線地権
者（土地所有者）の同意をいただいた上、要望書を提
出してください。現場を確認し、検討の上、必要性を
判断いたします。
　ただし、拡幅が必要であると判断した場合でも、事
業化までには一定の時間がかかることを御理解くださ
い。

道路整備課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

39 栃窪３ 　栃窪地区（９３世帯）のおよそ４割が中小規模の農
業従事者（家庭菜園含む）で、昨今は、年間を通して
鳥獣被害に悩まされ、農事離れが危惧されている。
　本件は、数年前から県・市・ＪＡならびに自治会関
係者で対策が協議されているが、それぞれの意思疎通
がしっくりせず情報の共有化、モデル対策企画の早期
立案が必要と考える。
　小規模営農のため、被害者同志で愚痴を口にして慰
め合っている現状だが、市行政がリーダーシップを
とって弱者救済の予算措置、段階的な対策計画のまと
めを是非お願いしたい。

　鳥獣被害対策は「防除」「環境整備」「捕獲」を効
果的に組み合わせていく必要があります。
　効果的な対策の推進には、農家や生産組合の皆様を
はじめ、ＪＡはだのや猟友会、市・県が一体となって
対策に取り組む必要があります。
　令和２年度から、かながわ鳥獣被害対策支援セン
ターの協力を受け、市独自の重点対策事業を東、北、
上地区で開始しました。被害状況や対策の現状を踏ま
え、農家や生産組合、関係機関が一体となって取り組
むべき対策を検討しています。
　総合的な鳥獣被害対策の実施について希望がありま
したら、はだの都市農業支援センターまで御相談くだ
さい。

農業振興課

40 栃窪３ 　栃窪スポーツ広場については、令和元年４月、出雲
大社主催による広場の南側斜面の植樹以来　景観を活
かして震生湖街道のハイカーのための休憩地とするよ
う提案したところ、早速今年「多目的広場」として整
備し一般開放していただけるようになった。
　身近な栃窪自治会として、運営維持のため協力した
いと思っているので、早期に設備・日程計画を立案
し、市の観光資源として活用計画を広報などで開示願
います。早速の対応に感謝したい。

　引き続き、栃窪自治会の御協力をいただきながら、
庁内関係課と連携して対応していきます。

スポーツ推進
課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

41 栃窪３ 　渋沢中学とする現状の避難所は、対象人員に対する
収容力が、圧倒的に不足し、大義名分としてあるだけ
ではないか。
　湘南霊園から広域避難所としてのありがたい申し出
があり、該当地区の選定や市としての認知、運営方法
など協定を締結するなど広域避難所として収容力確保
の検討を早期に実践願います。

　今後起こりうる都心南部地震の想定被害では、帰宅
困難者も含め、現在指定されている広域避難場所で受
け入れが可能な状況となっています。なお、湘南霊園
とは、令和元年１２月に避難場所の提供、遺体の仮埋
葬、燃骨の一時保管等についての協定を締結していま
す。そのため各自治会で使用する一時避難場所の活用
については可能と考えています。

防災課

42 栃窪４ 　栃窪自治会（自主防災会）には、かなり昔、どこか
からか譲り受けた消防ポンプが有る。「トーハツ軽可
搬消防ポンプ　2WT65E」という型式のもので、昨年度
まで２か月毎に点検及びホースを接続して放水訓練
（取水先は貯水槽）を行なって来たが、消防団の一員
だった人から「このポンプを使っての消火作業はでき
ない」という指摘が有った。
　この指摘が本当なら、訓練は無駄であり中止せざる
を得ない。しかしながら、大地震で室川橋が崩落、渋
沢中学校や小原方面からの進入路崩落で栃窪への消防
の侵入が困難になる事を考えると、火災発生時など、
この訓練や消防ポンプが活かせるのではないかと考え
ている。
　そこで、次の点について教えていただきたい。

　回答は№４３



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

43 栃窪４ ①消防ポンプを保有する自治会では自治会区域内で発
生した火災の消火作業は行えるか

②①の作業は消防が現場に到着する前に着手しても良
いのか

③②が不可でも消防の指示でポンプを使用して消火作
業をすることはあるのか

④栃窪が所有する「トーハツ軽可搬消防ポンプ
2WT65E」は消火作業用に自治会で保有することが認め
られていない型式なのか

①　災害等が発生した際には、地域において相互に協
力し、被害の軽減等を図ることが重要となりますので
消火作業は実施することができます。

②　火災等による被害の軽減等を図るには、消防が到
着するまでの間が重要です。初期段階の消火活動で被
害を少なくできますので、着手をお願いします。

③　大規模災害時等では、地域において自主防災会、
消防団、消防署等が協力し、被害の軽減等を図りま
す。そのため、消防の指示でポンプを使用して消火作
業を実施することがあります。

④　「トーハツ軽可搬消防ポンプ　2WT65E」は消防活
動に使用することを目的としており、自主防災会（自
治会）で保有できます。また、自主防災組織要員のう
ち安全使用法に関する教育訓練を受た方々を取扱い対
象者としています。

警防課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

⑤消防ポンプを消火栓に繋ぐ事は禁止されているのか

⑥消火器での消火は自宅以外でも消防が現場に到着す
る前に着手しても良いのか

⑦鳶口を使って延焼防止を行っても良いか

⑧その他、消火に関してやってもいいこと、ダメなこ
とが有るか

⑤　消火栓は、火災等の消火又は消防演習の際に使用
できます。消防演習とは、消防職員又は消防団員の指
導の下に行なう訓練のことです。

⑥　火災の拡大、延焼を防ぐためには、初期消火が重
要ですので、着手をお願いします。

⑦　消防活動等に必要な資機材であり使用できます
が、延焼防止の取扱に際して、必要な知識及び技術を
習得しておくことが重要です。

⑧　災害が発生したとき、各自が適切な行動ができる
ように、日頃から繰返し訓練等を実施し、災害活動に
必要な知識及び技術を習得することが重要となりま
す。そのため、消防本部では、災害時に的確な判断が
できるよう、消防訓練を実施しています。

44 渋沢相
互住宅

　市道に設置された雨水ますが路面より高く、排水が
不十分となるため、雨が続くと水が溜まりボウフラが
湧いてしまう。４０年以上にわたってアスファルトが
そのままであり、削れた所に砂が出てきてしまってい
るので、対応をお願いしたい。

　場所や現状を調査して、水溜まりの具合を確認し、
改修を検討していきます。アスファルト舗装について
は、局所的な応急処置で対応いたします。

建設管理課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

45 渋沢相
互住宅

秦野市景観まちづくり条例第３章「身近な場所におけ
る生活美観の創設に関して次のことを提案する。
①空家の植栽・雑草の放置対策の推進（植栽１回/年、
雑草２回/年）を市から要請する。渋沢相互住宅自治会
内の放置空家（渋沢三丁目内）
②歩道の街路樹伐採とグリーンベルト化の推進（約50
年経過で樹木枯れと歩道の破損）（渋沢三丁目内）

①　所有者に対して適正に管理するよう指導等を行っ
た結果、改善が図られたものと認識しております。

②　要望の箇所は、経年劣化による舗装の傷みをはじ
め、街路樹の根上りによって歩行者の安全性に支障を
来している状況です。今後は自治会と連携し、歩道の
街路樹伐採、樹木枯れの撤去及び植樹帯の歩道化、既
設の歩道舗装の打換え等の補修工事を検討して、歩行
者の安全確保を図っていきます。
　なお、グリーンベルト化は車道と歩道の区分が難し
い市道の対策として推進しています。要望箇所の幅員
構成は、車道と歩道が分離されていることより歩行者
の安全は確保されているものと考えています。

交通住宅課
建設管理課

46 北の沢 　次の個所の道路補修をお願いしたい。
①渋沢1397-8前A
②渋沢1397-8前B
③渋沢1400-5前
④渋沢1404-2前
⑤渋沢1404-2前

　対応いたしました。 建設管理課

47 曲松２ 　信号のない横断歩道での交通ルールを周知徹底して
いただきたい。全国的にも、歩行者が渡ろうとしてい
る横断歩道で、車が止まる割合は２割程度と聞いた
が、秦野市の状況はどのようか。
　また、爆音を立てて走行するバイクの取り締まりを
徹底してほしい。

　市内の横断歩道における歩行者保護状況の統計はあ
りませんが、交通安全に関する普及啓発を行い、交通
事故を減らすよう継続していきます。
　なお、暴走行為に対する取り締まり強化について
は、秦野警察署に依頼しておりますが、気づかれた際
には警察への通報をお願いしたい、とのことでした。

地域安全課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

48 曲松５ 　自ら進んで様々な社会事業に奉仕するという概念が
年々希薄化しており、根本的に見直す時期にあると考
える。
　自治会活動や地域の各種ボランティア活動への参加
を募るものの、現在６０歳代の方々の中に、個人の趣
味や余暇の活動を最優先にし、なぜ地域のために個人
の貴重な時間を割いて貢献しなければならないのか、
明確な見解を求められることがある。つまり、ボラン
ティア活動ということが念頭にないように思える。
　今後の学校及び家庭の中で、広範な意味での道徳教
育の向上・充実を求める。

　学校教育では道徳の教科化に伴い、道徳教育の充実
が求められています。「特別の教科　道徳」の内容項
目として、「社会参画、公共の精神」「勤労」につい
ても扱うこととされています。
　道徳の時間を核として、学校の教育活動全体を通し
て道徳教育をより一層充実させていけるよう、教職員
の研修等も含めて、取り組んでいきます。

教育指導課

49 曲松５ 　ごみと資源の収集場所に設置されている掲示板（行
政設置）が、色褪せたり、破損したりといった状況で
ある。このため全体が整理・整頓されていないように
感じられ、誰もが見る収集場所の環境が整っていると
は思えない。
　最近、ゴミと資源の出し方のルールを厳守しない方
が散見され、収集場所の不潔さ拍車がかかる要因と
なっている。
　以前、担当部署に連絡したが、予算の関係もあり、
なかなか手つかずの状態になっているとのこと。
　ごみと資源の収集場所の環境整備に積極的にとりく
んでいただくことをお願いしたい。

　ごみ収集場所は、そこを利用する方に清掃などの維
持管理をお願いしています。
　この度、収集品目の変更に伴い、新たなごみ収集場
所の看板を作成し、本年９月から交換作業を行ってい
ます。市内約４，０００か所のごみ収集場所について
順次交換していますが、交換作業にご協力いただける
場合には、看板をお渡ししておりますので、環境資源
対策課までご連絡ください。

環境資源対策
課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

50 曲松７ 　昨年度の市政懇談会において「休日になると渋沢駅
周辺に多くの登山者が来るが、商店街に立ち寄ること
がない」との質問に対し、「にぎわい懇談会を設置し
検討する」旨の回答があったが、その結果と進捗状況
について伺いたい。

　市内４駅の商店主らによる「にぎわい懇談会」を昨
年度３回実施しました。４駅のにぎわいづくりについ
て意見交換をする中で、主に日用品を扱う商店では、
日常的に利用していただくお客様向けに営業するた
め、非日常を楽しみに来た来訪者（登山者）向けの営
業や商品は主力にはならないとの意見がありました。
また、登山者の下山の時間に併せて開店し、登山者の
受入を歓迎する飲食店には少なからず立ち寄っていた
だいているとの話も聞いています。
　今年度、山頂を目指すばかりでなく、自然豊かな秦
野の市街地を歩いて巡っていただく仕掛けとして、８
月１日から来年の２月２８日までの期間、「秦野丹沢
ハイキングスタンプラリー」を開催しています。
　このような仕掛けを実施するとともに、事業者と市
が協力し、店舗のさらなる魅力づくりと効果的なＰＲ
を継続することが誘客につながるとのご意見をいただ
いています。

産業振興課



 西地区市政懇談会　質問事項一覧 
項番 提出

自治会
質問の内容 回答 担当課

51 曲松９ 　自治会では、各種回覧やお知らせはペーパーだが、
時代の趨勢と自治会の負担減及び効率化を目指すべ
く、市が音頭をとって「自治会ペーパーレス化」を推
進すべきと考える。
　具体的には、自治会会員は市役所のトップページか
らID、PWによって自治会専用ページへ行き、そこで必
要とする情報を得ることができれば、従来のような回
覧の物理的・身体的負担が軽減でき、ペーパーコスト
の軽減につながり、タイムラグを生じることなく情報
伝達が可能になると考える。
　また、昨今のコロナウイルスの影響に鑑みて、市で
は回覧物の抑制をしているが、こういう仕組みであれ
ばそのような自粛・抑制は必要でなくなる。
　さらに自治会が独自に作成した資料は、PDF化するな
どして市に転送し、当該仕組みに取り込むようにすれ
ば、より効率化を目指すことができます。
　普段から協働という立場をとる市は、自治会の業務
について負担を減らし、快適かつ効率的な活動ができ
るように支援するのは義務であり、イニシャルコスト
とランニングコストを市が負担して構築すべきと考え
るが、いかがお考えか。

　自治会のペーパーレス化が進むことで、従来の方法
に比べて、いつでも好きな場所から誰でも利用できる
などのメリットがあります。それに加えて、ＩＣＴを
活用して、ホームページ、メールマガジン、Ｅメール
での意見受付け、電子会議室、電子アンケートシステ
ムなども実施でききるようになります。
　しかし、その反面、高齢者などパソコンが苦手な人
の情報格差や顔が見えないことによる成りすましなど
の対策、インターネット上での誹謗中傷への対応と
いった課題もあります。
　まずは、現在の自治会活動の見直しとともに、自治
会連合会のホームページを作成し、自治会加入を気軽
に申し込めるようなシステムづくりを進めていきたい
と思います。
　自治会ペーパーレス化は、有効的な手段であると思
いますので、自治会連合会と議論し、より加入促進に
つながる方法を検討していきます。

市民活動支援
課

52 曲松９ 　東日本大震災時でも、また最近の令和２年７月豪雨
でもあったが、被災した人が避難所などに避難して、
家が空き家となっていることを見計らって、中に入っ
て金目のもの、家財などを盗み出す犯罪が横行してい
る。
　当市としてもいざ震災が起きて避難した場合、同様
の犯罪が起きないとも限らないが、対策はどのよう
か。

　災害時に限らず、防犯に関する普及啓発として、市
内の自治会や老人クラブ等の団体向けに防犯講話を行
い、犯罪を減らすよう努めます。

地域安全課
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自治会
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53 曲松９ 　以前防災課では、震災時の避難所開設にあたり、
「どの避難所から開設するか」「ルートの確保ができ
るか」について、バイク隊を組織して職員が機動的に
巡回して決めるという話をしていたが、つい最近その
話がなくなったと聞いた。
　その理由と、それに代わる方策をお聞きしたい。

　震度５弱以上の地震が発生した際は、避難所運営に
当たる職員が参集し、応急危険度判定後、全２３か所
の第一次避難所を開設することとなっています。
　また、震災時に避難所となる広域避難場所の備蓄倉
庫には、現在もバイクを配備しており、発災時はバイ
ク又は自転車を活用して被害状況の把握や本部との連
絡調整等に活用します。

防災課

54 曲松９ 　「赤い羽根募金」について、各組長や組員から「街
中で個人の都合で募金しているのに、なぜまた自治会
で集金するのか」といった疑問が寄せられている。
　集金をお願いする募金担当者、お金を出す会員双方
のモチベーションに関係することであり、自治会で集
金する・会員が募金に際してお金を出さなければなら
ない必要性・必然性についての説明をお願いしたい。

  共同募金運動は、「誰もが地域に関心を持ち、お互
いに助け合って、ともに生きていこう」という理念の
もとに国民の一人ひとりに協力していただくことを目
指している民間の運動です。家庭に呼び掛ける戸別募
金は、お住いの地域の福祉の向上・充実のために日頃
から活動されている自治会の皆様にご尽力いただいて
います。
  また、より多くの方の理解と参加を目指している運
動ですので、家庭だけでなく、街頭募金（駅やスー
パーの店頭）、法人募金（企業）、職域募金（従業
員）、学校募金（児童・生徒）など、多岐にわたる協
力をお願いしています。
　集まった寄付金は、一旦、県の共同募金会へ送金さ
れ、翌年度に地元の市区町村の社会福祉施設や福祉団
体へ配分され、福祉施設の改修や各種事業に使用され
ますが、秦野市では福祉施設が充実していることもあ
り、寄付金総額より配分申請額が多いという状況が続
いています。
  これらの状況を踏まえ、募金活動を通じて、一人で
も多くの方に福祉に関心を寄せていただくとともに、
「自分のまち（秦野市）をよくする仕組み」である共
同募金運動にご理解とご協力をお願いします。

地域共生推進
課
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55 曲松９ 　毎年、市自治連総会時に、自治会長の永年表彰が行
われる。
　今年はコロナウイルスの影響で総会は中止となった
が、表彰対象者に対しては賞状及び記念品が渡され
た。
　しかし、そもそも自治会長のなり手がいないため
に、結果的に永年になったということを理解すべきで
ある。市はこういった表彰ではなく、どうしたら自治
会長の後継者を出せるかという「なり手の発掘・引継
ぎ」について、協働という観点のもとに尽力すべきで
あって、こういった表彰は本末転倒と言える。
　したがって、今後はあらかじめ該当者の名前を賞状
に印刷してしまうのではなく、自治会長を嬉々として
やっている表彰希望者を募って、その希望者のみに賞
状及び記念品を渡すべきと考える。

　市自治連総会時に行われる自治会長の永年表彰は、
自治会連合会表彰規程により実施されています。
　表彰希望者のみに賞状及び記念品を渡すことについ
ては、自治会連合会と検討していきたいと考えます。

市民活動支援
課

56 曲松９ 　日常で出る頻度が多く、またゴミ出し日まで家庭に
置いておくにもかさばって邪魔になるプラスチックご
み（職位品トレー、ペットボトル類）について、現在
の回収は月2回となっているが、これを週１回に増やし
ていただきたい。

　容器包装プラスチック類の収集を週１回に変更する
には、「収集曜日を増やす」、「容器包装プラスチッ
クの収集車両及び人員を倍にする」など、収集方法の
大幅な変更と多額の経費が必要となります。
　そこで、収集日以外にいつでも容器包装プラスチッ
ク等の資源物を出せるよう、昨年度、市内１３か所に
資源物ストックハウスの拡充を図りましたので、利用
してください。
　なお、食品トレー、ペットボトル類については、市
内スーパーなどの協力店で店頭回収も行っております
ので買い物の際にご利用ください。

環境資源対策
課
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57 曲松９ 　イオンにあるようなプラスチックごみ回収ボックス
を市内随所（公民館、児童館、駅前出張所など）に設
置して、場所の啓蒙・PRを行い、日常生活動線上での
ゴミ出しが促進されれば、ゴミを出す特定日に集中せ
ず、山のようにかさばって置かれることもないと考え
るがいかがか。

　昨年度、収集日以外にいつでも容器包装プラスチッ
ク等の資源物が出せるよう、市内１３か所（西地区で
は西公民館、渋沢公民館、堀川公民館）に資源物ス
トックハウスの拡充を図りました。今後、多くの方に
利用していただけるよう、広報やホームページ等でお
知らせしていきます。

環境資源対策
課

58 曲松９ 　可燃ごみの回収時間をもっと厳守していただきた
い。場所にもよるが、朝８時までに出しても昼過ぎま
で回収しないことが日常的に起きている。
　カラスや野良猫対策としても好ましくないため、再
度徹底をお願いしたい。

　可燃ごみの収集については、１台のごみ収集車で１
日約２２０か所の収集場所のごみを回収しています。
収集作業は、午前８時３５分から午後３時過ぎまでか
かるため、効率的な回収となるよう、一定のコースに
より回収を行っています。午後の回収になった場合で
も、カラスや猫等に荒らされることのないよう、利用
者の皆様で対策していただきますようご理解とご協力
をお願いします。

環境資源対策
課

59 曲松９ 　資源ごみの中、新聞紙や雑誌、段ボールなどの紙類
について、午後から天候が崩れることが分かっている
場合は、回収業者のシフトをフレキシブルに変更し、
雨が降る前の回収を促してほしい。出していいのかど
うか、雨が降る前に回収に来るのかどうか、判断に迷
うことがある。

　古紙類は、雨に濡れてしまうと資源化ができないた
め、雨天が事前にわかる場合は、次回の資源物の日に
出すようにしてください。
　なお、収集日が雨で出せないときや、片付けで多量
に資源物が出た際は、市内１３か所に設置している資
源物ストックハウスをご利用ください。

環境資源対策
課
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60 曲松９ 　現在、団体のスケジュールの都合で行われている募
金関係(赤十字、社協）について、自治会の各組長が一
堂に会する総会時期に合わせて募金・集金をかけるよ
うにすれば、自治会担当者の負担軽減につながる。自
治会は募金の集金組織ではないので、負担軽減に尽力
すべきである。
　合わせて市内一斉清掃用のごみ袋も、このタイミン
グで各組長に配布できるよう要望する。

１　共同募金運動について
 　共同募金運動は、秦野市社会福祉協議会が実施し
ている事業であるため、地域共生推進課にて同協議会
に確認をしたところ、次のとおりの回答を得ました。
【秦野市社会福祉協議会からの回答】
  日本赤十字募金及び共同募金は、全国で展開される
運動であり期間が決められています。そのため、総会
が開催される時期まで予定を早めて募金活動に必要な
資材を準備することできない状況です。
　また、日本赤十字社義援金・救援金については、国
内外の災害等の発生後に協力をお願いすることから、
実施期間を定めることが難しいことをご理解くださ
い。
  なお、社協普通会費については、自治会の負担軽減
を図るため、平成２２年度から自治会連合会役員の意
見をもとに、それまで１１月としていた募集期間を変
更し、共同募金と同時期といたしました。

２　市内一斉美化清掃のごみ袋について
　市内一斉美化清掃用のごみ袋は、効率化を図るた
め、例年、自治会長及び各自治会廃棄物減量推進委員
が出席する６月の廃棄物減量等説明会（※今年度は新
型コロナウイルス感染症防止に伴い中止したため、別
途各自治会に配布）にて配布しております。今後の実
施日については、コロナの影響等を考慮し、現在調整
中ですので、自治会の負担を軽減する袋の配布方法に
ついても検討してまいります。

地域共生推進
課（秦野市社
会福祉協議
会）
環境資源対策
課
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61 曲松９ 　「コロナ禍において、もし震災が起きたら」という
事態を想定し、避難所運営はどうするべきか、また収
容人数はどうあるべきかなど、避難所ごとに指針を示
して、実際に想定訓練をしていただきたい。

　コロナ禍に備えて避難所の対応方法を市ホームペー
ジで公開しているほか、受付等動画を作成し動画サイ
トに掲載しました。また、訓練についてもコロナ感染
の状況を考えながら人数を制限し出来るだけ行ってい
きたいと考えています。

防災課

62 曲松12 　新型コロナウイルス感染症に伴い、３密対策等々の
防止策として、「段ボール」での避難が考えられます
が、市として実情はどのように考えているか

　新型コロナウイルス感染症対策として、段ボール製
の間仕切りを導入しました。間仕切りを用いること
で、１区画（１人当たり）３平方メートルのスペース
を確保でき、避難者の感染リスクを低減できると考え
ています。

防災課

63 曲松12 　居住者の自治会離れが進み、会員数の減少と自治会
役員の高齢化が進行し、後継者不足となっている。ま
た最近では就労年齢が７０歳までとなるなど、自治会
活動、協力者を探すのが非常に困難になってきてい
る。市としての対策はどのようか。

　市では、自治会連合会と連携して、各地区の自治会
連合会から選出されたメンバーによる自治会加入促進
に向けた専門委員会での中で話し合いを行っていま
す。
　自治会へのアンケートにより、今まで慣行として
行ってきた自治会活動を洗い出して、見直すものがあ
れば、見直し、これまでの組織運営や活動にとらわれ
ず、できるだけ多くの人が参加、活動しやすい仕組み
に変えていくなど、根本的な見直しを図ることで、地
域コミュニティーの活性化につなげていく必要がある
と考えます。

市民活動支援
課
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64 曲松12 　高齢者による交通事故が多発している。交通安全の
啓発活動を行うとともに、高齢者の免許返納による交
通難民、買い物支援の対策を実施していただきたい。

　既存の公共交通がある地域では、免許返納前から公
共交通を利用する生活習慣を取り入れ、公共交通機関
を乗り支えていただくことが大切と考えています。公
共交通がない地域や、あっても利用が難しい方は、地
域の実情に応じた移動手段の導入を関係部署と連携し
検討します。
　高齢者が関係する交通事故の割合が高いことから、
その安全教室等の普及啓発を行っています。その際、
反射材など、事故防止に役立つ啓発品の配布も行って
います。
　公共交通が不便な地域では、一部買物支援の活動が
行われており、市内には、移動支援に協力的な社会福
祉法人もあります。また、現在、介護が必要な方や障
害者の移送を行う福祉有償運送の事業が拡大していま
す。
　買物支援については、通販や宅配などのサービスも
ありますので、地域のニーズをよく確認したうえで検
討していきます。

地域安全課
交通住宅課
高齢介護課
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